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四 半 期 報 告 書

１ 本書は金融商品取引法第24条の４の７第１項に基づく四半期報告書

を同法第27条の30の２に規定する開示用電子情報処理組織(EDINET)を

使用し提出したデータに目次及び頁を付して出力・印刷したものであ

ります。

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四

半期レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書

を末尾に綴じ込んでおります。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第158期

第３四半期
累計期間

第159期
第３四半期
累計期間

第158期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年12月31日

自 2019年４月１日
至 2019年12月31日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (千円) 13,708,826 13,760,497 18,309,034

経常利益 (千円) 1,390,339 1,453,628 1,361,860

四半期(当期)純利益 (千円) 962,864 978,001 960,939

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 2,343,000 2,343,000 2,343,000

発行済株式総数 (株) 4,900,000 4,900,000 4,900,000

純資産額 (千円) 19,995,074 20,888,745 20,131,863

総資産額 (千円) 29,550,043 30,355,736 29,323,057

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 196.84 199.94 196.45

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) 30.00 30.00 60.00

自己資本比率 (％) 67.7 68.8 68.7

回次
第158期

第３四半期
会計期間

第159期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 2018年10月１日
至 2018年12月31日

自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 69.53 72.44

(注)１ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に重

要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前事業

年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期累計期間のわが国経済は人手不足に起因した合理化・省力化投資や設備老朽化に伴う維持・更新投

資が堅調に推移したものの、中国向けを中心とした輸出の減少を背景に、製造業の生産活動が伸び悩むなど、景気

は足踏み感を強めております。

当社製品関連分野におきましては、ファイン製品関係は、樹脂関連製品などの販売が増加しましたが、化成品関

係は、関連需要が低調に推移しました。

このような情勢のもとで、当社は、売価是正、拡販に注力するとともに、製造原価の合理化・生産性向上など、

一層のコスト削減に取り組み、全社を挙げて収益確保に努めてまいりました。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は137億60百万円（前年同四半期比0.4％増）となりました。利益面に

おきましては、原料コストの低下などにより、営業利益は13億37百万円（前年同四半期比12.4％増）、経常利益は

14億53百万円（前年同四半期比4.6％増）、四半期純利益は９億78百万円(前年同四半期比1.6％増)となりました。

（部門別売上高）

（単位：百万円）

部
門

前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間 増 減

製品グループ 金額 構成比 金額 構成比 金額 増減比

フ
ァ
イ
ン
製
品
部
門

％ ％ ％

医農薬関連化学品 4,801 35.0 4,686 34.1 △115 △2.4

機能性化学品 4,584 33.5 4,710 34.2 126 2.8

その他 1,399 10.2 1,599 11.6 200 14.3

計 10,785 78.7 10,996 79.9 211 2.0

化
成
品
部
門

多価アルコール類 2,354 17.2 2,223 16.2 △131 △5.6

その他 569 4.1 540 3.9 △28 △5.0

計 2,923 21.3 2,763 20.1 △159 △5.5

合 計 13,708 100.0 13,760 100.0 51 0.4

セグメントの状況は、次のとおりであります。

（ファイン製品部門）

医農薬関連化学品は、欧州向け医薬中間体及び北米向け農薬関連製品の出荷が減少し減収となりました。その他

ファイン製品は樹脂関連製品など販売が増加しました。

この結果、当セグメントの売上高は109億96百万円(前年同四半期比2.0％増)、営業利益は13億19百万円(前年同四

半期比8.4％増)となりました。

（化成品部門）

多価アルコール類は需要が減少し減収となりました。利益面においては、原料コストの低下などにより増益とな

りました。

この結果、当セグメントの売上高は27億63百万円(前年同四半期比5.5％減)、営業利益は18百万円(前年同四半期

は26百万円の損失)となりました。
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当四半期会計期間末の総資産は303億55百万円となり、前事業年度末に比べ10億32百万円増加しました。

流動資産は、棚卸資産が増加しましたが、預け金などが減少し、前事業年度末に比べ１億74百万円減少の135億59

百万円となりました。

　固定資産は、ファイン製品製造設備の増強など有形固定資産が増加し、前事業年度末に比べ12億６百万円増加の

167億96百万円となりました。

流動負債は、設備関係未払金の増加などにより、前事業年度末に比べ１億87百万円増加の64億60百万円となりま

した。

固定負債は、前事業年度末に比べ88百万円増加の30億６百万円となりました。

　この結果、負債合計は前事業年度末に比べ２億75百万円増加し、94億66百万円となりました。

純資産は、208億88百万円となり前事業年度末に比べ７億56百万円増加しました。自己資本比率は前事業年度末の

68.7％から68.8％となりました。

(2) 資本の財源及び資金の流動性

当社は、円滑な事業活動に必要な水準の流動性の確保と財務の健全性維持を資金調達の基本方針としておりま

す。

当社は、上記の資金調達の基本方針に則り、国内金融機関との間で長期間に亘って築き上げてきた幅広く良好な

関係に基づき、短期借入金を中心に必要資金を調達しております。

直接金融または間接金融の多様な手段の中から、その時々の市場環境も考慮した上で当社にとって有利な手段を

機動的に選択し、資金調達を行っております。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

(4) 研究開発活動

当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は７億35百万円であります。なお、当第３四半期累計期間において、

当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(5) 従業員数

当第３四半期累計期間において、提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

(7) 主要な設備

当第３四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前事業年度末における計画の著しい

変更はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,900,000 4,900,000
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は、
100株であります。

計 4,900,000 4,900,000 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年12月31日 ― 4,900,000 ― 2,343,000 ― 1,551,049
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できないことから、直前の基準日である2019年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

2019年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 8,600

―
株主としての権利内容に制限のない、
標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

48,878 同上
4,887,800

単元未満株式
普通株式

― 一単元（100株）未満の株式
3,600

発行済株式総数 4,900,000 ― ―

総株主の議決権 ― 48,878 ―

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式23株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

2019年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
広栄化学工業株式会社

千葉県袖ケ浦市北袖25番地 8,600 ― 8,600 0.18

計 ― 8,600 ― 8,600 0.18

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号。)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2019年10月１日から2019年12月

31日まで)及び第３四半期累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責

任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集団の

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2019年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 174,479 370,303

売掛金 ※１ 5,285,647 ※１ 5,350,584

商品及び製品 3,182,712 4,502,112

仕掛品 1,131,917 1,093,247

原材料及び貯蔵品 1,292,183 1,413,111

預け金 2,250,000 500,000

その他 416,504 329,980

流動資産合計 13,733,444 13,559,339

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 5,960,534 5,979,843

機械及び装置（純額） 3,332,431 4,648,555

建設仮勘定 1,803,899 1,230,337

その他（純額） 1,443,979 1,742,912

有形固定資産合計 12,540,843 13,601,649

無形固定資産 90,179 134,322

投資その他の資産

投資有価証券他 2,963,160 3,064,996

貸倒引当金 △4,571 △4,571

投資その他の資産合計 2,958,589 3,060,425

固定資産合計 15,589,612 16,796,397

資産合計 29,323,057 30,355,736

負債の部

流動負債

買掛金 ※１ 3,469,605 ※１ 3,369,494

短期借入金 830,000 850,000

未払法人税等 241,412 339,308

賞与引当金 146,000 －

設備撤去引当金 30,053 49,627

その他 ※１ 1,555,977 ※１ 1,852,358

流動負債合計 6,273,050 6,460,788

固定負債

退職給付引当金 1,802,543 1,838,637

その他 1,115,600 1,167,564

固定負債合計 2,918,144 3,006,202

負債合計 9,191,194 9,466,991
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(単位：千円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2019年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,343,000 2,343,000

資本剰余金 1,551,049 1,551,049

利益剰余金 14,836,509 15,521,025

自己株式 △13,335 △13,652

株主資本合計 18,717,223 19,401,422

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,414,640 1,487,323

評価・換算差額等合計 1,414,640 1,487,323

純資産合計 20,131,863 20,888,745

負債純資産合計 29,323,057 30,355,736
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 13,708,826 13,760,497

売上原価 10,428,086 10,186,746

売上総利益 3,280,739 3,573,751

販売費及び一般管理費

発送費 254,732 275,756

給料手当及び賞与 697,086 709,272

退職給付費用 49,797 51,195

試験研究費 638,100 667,185

その他 450,911 532,606

販売費及び一般管理費合計 2,090,628 2,236,016

営業利益 1,190,111 1,337,735

営業外収益

受取配当金 53,171 55,330

受取補償金 131,609 130,330

為替差益 45,346 －

雑収入 10,820 4,236

営業外収益合計 240,947 189,897

営業外費用

支払利息 4,098 3,795

固定資産除却損 31,375 57,630

為替差損 － 7,521

雑損失 5,245 5,056

営業外費用合計 40,719 74,003

経常利益 1,390,339 1,453,628

特別利益

設備停止引当金戻入額 14,524 －

特別利益合計 14,524 －

特別損失

設備撤去引当金繰入額 － 16,000

固定資産除却損 － 15,626

特別損失合計 － 31,626

税引前四半期純利益 1,404,864 1,422,001

法人税等合計 442,000 444,000

四半期純利益 962,864 978,001
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第３四半期累計期間
(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

原価差異の繰延処理 操業度等の季節的な変動に起因して発生する原価差異等については、原価

計算期間末までにほぼ解消が見込まれるため、当該原価差異を流動資産（そ

の他）として繰延べております。

税金費用の計算 当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方

法を採用しております。ただし、見積実効税率を用いて計算すると著しく合

理性を欠く場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

(四半期貸借対照表関係)

※１ 四半期会計期間末日に満期となる期日現金については、実際の決済日をもって処理しております。

なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期の期日現金が四

半期会計期間末残高に含まれております。

前事業年度
(2019年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2019年12月31日)

売掛金 431,632 千円 431,300 千円

買掛金 218,744 千円 192,277 千円

流動負債（その他） 100,606 千円 170,704 千円

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

減価償却費 962,289 千円 1,051,708 千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月15日
取締役会

普通株式 146,745 30.00 2018年３月31日 2018年５月31日 利益剰余金

2018年10月30日
取締役会

普通株式 146,745 30.00 2018年９月30日 2018年12月４日 利益剰余金

２ 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

　 該当事項はありません。

当第３四半期累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月15日
取締役会

普通株式 146,744 30.00 2019年３月31日 2019年６月４日 利益剰余金

2019年10月29日
取締役会

普通株式 146,741 30.00 2019年９月30日 2019年12月３日 利益剰余金

２ 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

　 該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他 合計
ファイン製品

部門
化成品部門 計

売上高

外部顧客への売上高 10,785,181 2,923,644 13,708,826 － 13,708,826

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 10,785,181 2,923,644 13,708,826 － 13,708,826

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

1,216,972 △26,861 1,190,111 － 1,190,111

(注) セグメント利益又はセグメント損失の合計は、四半期損益計算書の営業利益と一致いたします。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他 合計
ファイン製品

部門
化成品部門 計

売上高

外部顧客への売上高 10,996,674 2,763,823 13,760,497 － 13,760,497

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 10,996,674 2,763,823 13,760,497 － 13,760,497

セグメント利益 1,319,117 18,617 1,337,735 － 1,337,735

(注) セグメント利益の合計は、四半期損益計算書の営業利益と一致いたします。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

１株当たり四半期純利益 196円84銭 199円94銭

(算定上の基礎)

四半期純利益 (千円) 962,864 978,001

普通株式に係る四半期純利益 (千円) 962,864 978,001

普通株式の期中平均株式数(株) 4,891,530 4,891,394

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 【その他】

（剰余金の配当）

第159期（2019年４月１日から2020年３月31日まで）中間配当について、2019年10月29日開催の取締役会におい

て、2019年９月30日における株主名簿に記録された株主又は登録株式質権者に対し、剰余金の配当（中間配当）を

行うことを次のとおり決議致しました。

① 配当金の総額 146,741千円

② １株当たりの金額 30.00円

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2019年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2020年２月10日

広栄化学工業株式会社

取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 米 山 英 樹 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 新 名 谷 寛 昌 印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている広栄化学工業株

式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの第159期事業年度の第３四半期会計期間(2019年10月１日から2019年

12月31日まで)及び第３四半期累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、広栄化学工業株式会社の2019年12月31日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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【表紙】

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2020年２月10日

【会社名】 広栄化学工業株式会社

【英訳名】 KOEI CHEMICAL COMPANY, LIMITED

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 岡本 敬彦

【最高財務責任者の役職氏名】 ―

【本店の所在の場所】 千葉県袖ケ浦市北袖25番地

【縦覧に供する場所】 東京本社

（東京都中央区日本橋小網町１番８号）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）
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１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

当社代表取締役社長岡本敬彦は、当社の第159期第３四半期（自 2019年10月１日 至 2019年12月31日）の四半期

報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしました。

　

２ 【特記事項】

確認に当たり、特記すべき事項はありません。
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